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連邦工科大学に新設された《パテックフィリップ講座》
時計製作技術への新たなチャレンジ

急速に成長するスイス時計工業に新しいハイテク素材と先端的な精密機械技術を提供することを使命として、パテ

ックフィリップは、ローザンヌ連邦工科大学（EPFL）との提携の下、ニューシャテルのマイクロテクノロジー研究所
（IMT）に、新しい《パテックフィリップ講座》を創設する。

スイス時計工業のリーダーとスイスの代表的な工学教育研究機関が新たに提携する。パテックフィリップとローザ

ンヌ連邦工科大学（EPFL）は、マイクロテクノロジー、ナノテクノロジーの時計製作への応用を使命とする《パテッ
クフィリップ講座》の創設を発表する。

パテックフィリップは教授および教育研究チームの人件費を負担し、ローザンヌ連邦工科大学は主にインフラ設備

を提供する。新しい《パテックフィリップ講座》は、ニューシャテルのマイクロテクノロジー研究所（IMT）に置かれ
る。マイクロテクノロジー研究所は、2009年からローザンヌ連邦工科大学に編入され、以来、いくつかの新しい研究
チームがつくられ、スイス全土の精密機械工業の関係者を結ぶネットワークが生まれたことにより、重要な拠点とな

るに至っている。ニューシャテルはまた、時計産業の発祥の地であり、数多くの時計メーカーや精密機械工業の集ま

るジュラ山脈一帯という、地理的にもきわめて有利な立地条件を備えている。この意味で《パテックフィリップ講座》

は、民間セクターと教育研究機関との新たな架け橋となるものである。

マイクロテクノロジー研究所（IMT）所長でスイス・エレクトロニクス・マイクロテクノロジー・センター（CSEM）
副社長のニコ・ド・ルイジュ氏は《時計工業は急速な成長を続けており、先端的な新技術と新素材の開発がこの業界

にとって必要不可欠である。その意味で今回の提携の重要性は大きい》と強調した。スイスにおいて時計工業は5万
人を雇用し、160億スイスフランの輸出総額（2010年）を創出している。

多岐にわたる技術革新の可能性

スイス時計工業のパフォーマンスと競争力を維持するためには、技術革新が必要不可欠である。パテックフィリッ

プ技術部長のジャン‐ピエール・ミュジー氏は《ムーブメントのエネルギー効率向上、メカニズムと構成部品の小型

化、信頼性と連続駆動可能時間の向上など、改良の余地は多い》と語っている。

研究は、構成部品の製造方法、脱進機のメカニズム、歯車や髭ゼンマイなどの構成部品（パフォーマンスを向上、

均一化、耐久性向上、組立て工程の容易化）など、すべての製造工程を対象としている。とりわけ重要な方向性が、

摩擦の低減、美観、摩耗耐性の観点からのハイテク新素材の開発である。ひとつの例が、数年前から機械式時計製

作技術に革命を起こしつつある単結晶の珪素（Si）であり、弾力性により、ムーブメントのパフォーマンスを向上さ
せることのできる特殊な幾何学的形状を実現することができる。
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《パテックフィリップ講座》の担当教授は、以上に述べた多岐にわたる可能性を研究し、チームを結成し、これら

の技術革新を自家薬籠中のものとし、改良し推進する研究者と科学者を養成することを使命とする。
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